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令和５年２月２４日 第５号 
 

  今年度の理療科                                           

理療科では、あん摩マッサージ指圧師を目指す保健理療科に３名、あん摩マッサージ指圧師、はり師、き 

ゅう師を目指す専攻科理療科に６名の生徒が在籍し、専門的な知識の定着、技術の習得を目指して、日々励 

んでいます。３年生は、外来臨床実習で、実際に患者様への施術を通して、医療の大切さを実感するととも 

に、職業自立への意識も更に高まっているようです。 

 １月 27 日(金)、はり供養式典、はり競技会、あん摩競技会が行われました。はり供養式典では、日頃使っ

ている鍼に感謝の意を込めて献納し、感謝の黙祷を捧げました。はり競技会・あん摩競技会では、審査員で

ある理療科教員に対して生徒たちは緊張しながら鍼やあん摩を行い、限られた時間の中でより良い技を発揮

すべく頑張りました。 

 ３年生は２月 25 日(土)・２月 26 日(日)に実施される国家試験に向けて最後の追い込みで頑張っています。

国家試験では、ベストを尽くして、３年間で学んだ成果を発揮してくれるものと期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

本物に出会いたい 

校長  岡 祐一郎  

 

先日、出張して長崎へ行ってきました。長崎の街は、３年ぶりのランタンフェスティバルが盛大に開催されて

いました。開通して間もない西九州新幹線は、長崎の街の真ん中に、在来線を右に見ながら、在来線と並んで、

それより少し高いところにある新幹線ホームに６両編成でドーンと入るのです。降りた新幹線ホームの端から

は、長崎港とそこに浮かぶ大型フェリーがよく見えました。長崎市内にはサッカースタジアムも来年の開業予

定で建設が進められており、話を聞くと、長崎の街は今、100 年に一度の改革が行われているとのことでした。 

長崎の街に、私は小学５年生の時に修学旅行でやって来ました。それ以来何度も訪れていますが、長崎の街に

は独特の匂いがある気がします。日本には江戸時代の鎖国があり、それが終わって日本が開国するずっと前か

ら長崎には、オランダを始め、いろんな国の人がやって来ていました。日本国内に住んでいる人も、昔からたく

さんの人が、それぞれ様々な理由でこの街にやって来ていました。今もたくさんの人が、それぞれ様々な理由で

この街にやって来ています。 

そのような歴史があり、ここには、多種多様性の街ができあがっていると思います。いろんなものの感じ方や

一つじゃない人の考え方、多くの文化が混じりあった雰囲気があるように思います。建物の壁の意匠とその手

触り、道路の石畳の上を歩く人の足音、変化に富むステンドグラスの色や光の具合、船の汽笛の音や路面電車の

車輪の軋む音や、いろんなものがあつまってそこにたまって、いろんな匂いをまとっています。 

今、匂いと言いましたが、匂いも鼻だけで感じるものではなく、音も、耳だけで感じるものではありません。

そこに行くことによって、体で感じるものがあります。体で感じたものは、体が記憶します。 

クロードモネの『睡蓮』のうちの一つを、東京都美術館で初めて見た時の衝撃。私は、自分が５メートルくら

い後ろに吹っ飛ばされたような衝撃を受けました。多分、目だけで見て感じたものではない、本物を、体全体で

感じたので、そのような衝撃となったのではないかと思います。 

皆さん、ぜひ本物に出会って、本物を感じてほしい。話に聞くだけでは、画面で見るだけでは感じられないも

のが、そこにあります。そこに実際に行くことによって、体で感じることができます。釣りに行って、魚がかか

った時のあの、釣り糸と釣り竿を伝わって味わうビクビクという感覚は、あの生の躍動の感覚は、バーチャルの

世界では味わえないものだと思っています。 



 

 

 

 

 

【作文発表会２/３】 

 毎年恒例の作文発表

会では、小学部の児童

４名が発表をしまし

た。１年間の思い出

や、取り組んでいる学

習のこと、総合学習で調べたり、考えたりし

たこと、１０歳になった自分の以前の姿を振

り返り、成長を感じたことなど、それぞれが

工夫を凝らし、発表をすることができまし

た。今年は保護者の

方にも直接参観して

いただくことがで

き、より励みになり

ました。 

 

 

 

 

【書き初め】 

 毎年、生活単元学習の授業で、「書き初め」を行

っています。墨のにおいや、筆圧を楽しみながら、

芸術的な作品を完成させました！１年生は干支の

『うさぎ』、３年生は好きなものをテーマに書いてい

ます。ちなみに『白』は白杖を表しています。 

 

 

 

 

 

【合同授業】 

 仲間の意見を聞いたり、自分と違う考えに触れた

りする場を作るために、中学部では道徳の授業を

合同で行っています。考え方はもちろん、先輩の 

話し方や、授業態度など、 

１年生にはとてもよい 

刺激になっています。 

 

 

 

 

【「夢に向かってチャレンジ！」発表会 1/20】 

 通称「夢チャレ」。正式名

称は「進路学習発表会」とい

い、普通科で学ぶ生徒が１年

間の進路学習の成果を発表し

ます。４名の生徒が、今年も

思い思いのプレゼンを展開し

ました。 

【栄養講話 2/3】 本校の栄養教諭・給食担当に

よる食育学習です。高等部か

らも普通科と保健理療科の生

徒が参加。講師陣が用意した

さまざまな“小道具”を、生

徒たちは見たり聞いたり触ったり、楽しく学ぶこ

とができました。 

                                

【 季節行事 】 

【 季節行事 】 

２月２日（木）、節分イベント

を行いました。 節分の由来を

説明した後に、男子棟と女子

棟の棟長が、福の神になって

各部屋をまわり、恵方ロールとお菓子を配りまし

た。舎生の中には恵方ロールを

すぐに頬張り、美味しそうに食

べている人も

いました。 

女子棟では、

棟長が得意のモノマネを披露し

て、みんなが笑顔になりました。 

佐賀県立盲学校 

電子黒板でのプレ

ゼンもバッチリ！ 


